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図 10：紅茶　購入数量 図 11：塩鮭　購入数量
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表１：購入数量と支出金額による地域区分
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１－ ３．C区分
　C 区分はいわゆる西南地方である。東高西低の A2、
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西高東低であるが、価格まで西高東低であるのは、牛肉
などへの執着心が西日本で強いためと考えられる。




















２ － ４ ．Q区分
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ま　と　め
⑴日本人の食生活や伝統の食文化の地域性を、全国家計
調査（2006年発表）の食関連データを元にして検討し
た。
⑵対象としたデータ数は支出金額256項目、購入数量141
項目、金額と数量から算出した購入価格141項目、計
538項目について、それらの数値を都道府県別に５段
階に分けて地図上に表わし、その分布パターンから、
あらかじめ設定しておいた４地域区分に当てはめるこ
とで地域性を求めた。
⑶金額、数量、価格のいずれについても、かなりクリア
な地域性を示す項目があることを認めた。同一項目の
金額と数量については、多くはお互いに類似パターン
を示したが、幾つかについては乖離していた。また、
価格についての地域性は前２者とはかなり相違してい
た。
⑷野菜や生鮮魚介などでは産地消費の傾向が強く、消費
の多い地域では価格も安い傾向が認められた。また、
低価格志向が一般的である中で、東海地方の鰹のよう
に、価格にとらわれることなく購入という、特定の食
べ物についてのこだわりが幾つかの地域で認められ
た。
⑸“西の牛肉に東の豚肉”や“西の鰤に東の鮭”などの
食の伝統が現代でも生きていることを再確認できた
が、さらに、“西の肉食に東の草食”という成句の追
加が考えられる。
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